
開催報告

ワークショップ
つながり合える“場”を体験

アンケートより

司会 コープみらい理事

鷺谷朋子さん

東京都生協連専務理事 

樽井美樹子

開会あいさつ

本日は、消費者活動について深く学べる貴重な
機会です。講演から「くらしのレスキュー隊」の背景
にある消費者活動の重要性を学びながら、私たち
の暮らしにどう活かせるか、できることは何か、た
くさんの「なるほど！」を持ち帰ってください。
毎日の暮らしやこれからの地域活動がさらにワ

クワクしたものになる、そんな充実した時間にして
いきましょう。

他の人にぜひ知らせたいプチ情報で
交流しました。

・消費者行政活動は難しそう、堅苦しそうというイメージがあり
ましたが、生活全般について関わってくることだということが
わかりました。

・まだまだ知らないことが沢山あり、勉強になりました。私たち
一人一人みんな消費者、もっともっと身近なテーマとして広
げていきたいと思いました。

・「消費者活動は楽しい！」阿南さんの言葉を始めに伺って、そ
の後様々なお話を伺って、本当にその通りだと思いました。自
分の活動に戻った時に周りの皆にも「楽しい！」ということを
伝えたいと思いました。

・お互いに助け合えることが、くらしのレスキュー隊なんですね。

講師

阿南 久さん
コープとうきょう、日生協等の生協理事を歴任、

元消費者庁長官。現在、国民生活産業・消費者

団体連合会（生団連）会長・一般社団法人 消費

者市民社会をつくる会（ASCON）代表

講演 消費者活動をもっと知ろう！もっと参加しよう！
～自分のくらし・地域コミュニティを守り、よりよくするために～

 始めに消費者活動の例として、「東日本大震災（２０１１．３．１１）の際に、あ
るお店の前で見つけた「お客様へのお願い」文書をきっかけに行動し、食料や
灯油などを早く被災地へ送る要請につなげたお話をいただきました。
次に、世界では変化が進んでいて、どうしたら持続可能な生活を送れるの

か考える必要があること、さらに消費者活動と法制度の歴史をお話しいただ
きました。これからの消費者活動では、暮らしの安全・安心を守るための情報
交換・活動交流の“場”が重要になるとお話しいただきました。

続いて、数々の消費生活相談事例を紹介いただい
た上で、若者のぜい弱性に例を取り、孤立と孤独が
進んだ現在の社会では寄りそい、つないでいく事が
重要だとお話いただきました。私たちができること
の具体例として、エシカル消費、ローカリゼーション、
奈良県川上村の事例などを紹介いただきました。最
後に、助け合いをもっともっとやって、やったことを
ぜひ教えてくださいとメッセージをいただきました。

日時：２０２６年７月６日（月）１３：３０～１５：００
開催方法：東京都生協連会館会議室と後日配信
参加人数：５７名（会場参加３０名、後日配信２７名）
参加団体：コープみらい、パルシステム東京、東都生協、生活クラブ生協、

消費者団体
主催：東京都生協連 食と消費者行政連絡会、東京消費者団体連絡センター

プログラム
1３：３0 開会
1３：３５ 講演・質疑応答
１４：２０ ワークショップ

発表、講評
１５：００ 終了
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